
平成２５年度第２回経営工学教育ＦＤ/ＩＣＴ活用研究委員会議事概要 
 
Ⅰ．日 時：平成２６年１月１６日（木）１８：００～２０：００ 
Ⅱ．場 所：私立大学情報教育協会事務局 会議室 
Ⅲ．出席者：渡邉委員長、井上委員、玉木委員、後藤委員、中島委員、小池委員 

（事務局）井端事務局長、森下主幹、野本 
 

Ⅳ．議事内容 
１．学士力の考察及び教育改善モデルへの意見について 
 アンケート結果を踏まえ、意見交換を行い、教育改善モデルの見直しを行い、以下のような検討

がなされた。 
・ 学士力の考察では、経営ではなく経営工学として再度見ないしすることで、経営上の新しい

価値の部分を、「活動プロセスの改善や新しい価値」に変更した。総合的な見方、総合的なアプ

ローチの記述は、それぞれ「工学的な見方」、「社会科学的なアプローチ」に変更し、マネジメ

ント技術を複合的に活用して問題に対応できるは、「マネジメントとエンジニアリングの融合に

よる事業価値の創造に対応できる」に変更した。 

・ 到達目標１では、解説部分の活動内容に「調達」を追加した。 

・ 到達目標３では、継続的改善で PDCA を回し続けることから、改善の後ろに「PDCA サイクル」

を追加することにした。 

・ 到達目標４では、「経営上の」を削除し、解説部分では「社会や他組織と連携した」経営シス

テムの価値創造とした。 

・ 経営工学の役割についてイメージ図を学士力の考察の最後に追加することを検討した。経営

工学の役割として、マネジメントとエンジニアリングの融合による事業価値の創造を基本とし

て、「活動プロセスの改善」、「新しい価値の創造」のイノベーションに向けて PDCA サイクルで

向上させることから、グローバル化、社会環境、自然環境、人類の福祉などへの広がりをイメ

ージすることを図として表現することにした。  

 

２．今後の研究の進め方について 
 来年度以降の委員会の進め方について意見交換をし、各委員より以下のような提案や意見が

出された。 
・ 経営工学教育のアクティブ・ラーニングについて話題をつくり、知見を提供する。 
・ アクティブ・ラーニングを実現するためモデルを具体的教育現場でいかしていくこと。 
・ 到達目標１，２部分を考慮した参考となる事例紹介すること。 
・ 先生方の意識改革とガバナンスに理解を促進する。学生は卒業するだけでは不十分であ

り、学生の間に失敗を経験させることも必要。あわせて、企業の入社面接で学習内容のヒ

アリングに変わる必要がある。 
・ 経営工学のサイバーFD 登録教員は１００名程度のため、例えば経営学と経営工学合同

で議論してはどうか。 
 ・ 対話集会の開催時期については１１月の学園祭の時期が考えられる。 

 

Ⅴ．今後のスケジュール 

  ・ 次回の委員会は４月１７日（木）１８時に開催する予定とした。 

・ 次年度の取り組みとして、例えば事例発表から対話集会で、主体的な学びの手がかり

を得てもらことのアクションプランを検討することにしている。 


